

　

　
　




首都圏の普通列車グリーン車は今の時代では珍しい自由席

１月

ＪＡＬ

Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ

億
円
目
標
へ

ロ
ー
リ
ン
グ
プ
ラ
ン

発
表

総
取
扱
額
は
前
年
微
減
の

億
円


年
比
増
は
外
国
人
旅
行
の
み

ツ
ア
コ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ

読
売
の
添
乗
員
が
受
賞

　
今
年
３
月

日
か
ら
中
央
線

快
速
・
青
梅
線
で
グ
リ
ー
ン
車

の
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
。

従
来
の

両
か
ら
グ
リ
ー
ン
車

が
２
両
併
結
さ
れ
て

両
編
成

と
な
っ
た
。こ
れ
で
普
通
列
車

グ
リ
ー
ン
車（
快
速
を
含
む
）

は
、首
都
圏
の
Ｊ
Ｒ
で
は
、東
海

道
線
、横
須
賀
線
、中
央
線
快

速
、青
梅
線
、高
崎
線
、宇
都
宮

線
、常
磐
線
、総
武
線
快
速
、湘

南
新
宿
ラ
イ
ン
、上
野
東
京
ラ

イ
ン
の
各
路
線
で
利
用
で
き
、

全
て
が
２
階
建
て
の
２
両（
４

号
車
・
５
号
車
）が
グ
リ
ー
ン
車

と
な
る
。最
近
の
ト
レ
ン
ド
と

し
て
は
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
Ｊ
Ｒ

京
都
線
・
神
戸
線
な
ど
で
導
入

さ
れ
て
い
る「
Ａ
シ
ー
ト
」、京

王
電
鉄「
京
王
ラ
イ
ナ
ー
」、京

浜
急
行「
ウ
ィ
ン
グ
号
」を
は
じ

め
、京
阪
や
阪
急
な
ど
で
も
快

適
な
シ
ー
ト
で
移
動
で
き
る
座

席
指
定
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る

列
車
が
増
え
て
い
る
傾
向
に
あ

る
が
、首
都
圏
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本

内
の
普
通
列
車
グ
リ
ー
ン
車
は

昔
か
ら
ず
っ
と
自
由
席
を
継
続

し
て
い
る
。

　
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
グ

リ
ー
ン
券
を
購
入
し
て
お
く
こ

と
で
、時
間
を
気
に
せ
ず
に
来

た
電
車
に
乗
れ
る
。そ
し
て
自

分
で
好
き
な
席
を
車
内
で
選

び
、事
前
に
グ
リ
ー
ン
券
情
報

を
事
前
に
登
録
し
た
交
通
系
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
も
し
く
は「
モ
バ
イ

ル
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
」を
座
席
上
の

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
タ
ッ
チ
す

る
だ
け
で
済
み
、慣
れ
る
と
非

常
に
簡
単
で
あ
る
。

　
一
方
で
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、通
勤
時
間
帯
な
ど
を
中
心

に
途
中
駅
で
乗
車
す
る
場
合
に

満
席
で
座
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
、座
れ
る
か
ど
う
か
は
電
車

が
実
際
に
来
な
い
と
わ
か
ら
な

い
と
い
う
点
で
あ
る
。座
れ
な

か
っ
た
場
合
に
は
無
手
数
料
で

グ
リ
ー
ン
券
の
払
い
戻
し
が
可

能
だ
が
、確
実
に
座
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
不

便
な
こ
と
も
あ
る
。特
に
、新
た

に
導
入
さ
れ
た
中
央
快
速
線
で

は
、立
川
や
八
王
子
へ
向
か
う

場
合
な
ど
で
は
特
急「
あ
ず
さ
」

「
か
い
じ
」な
ど
を
利
用
す
る
こ

と
も
可
能
で
、全
席
指
定
席
で

あ
る
こ
と
か
ら
、新
宿
駅
で
乗

車
す
る
際
も
確
実
に
座
る
こ
と

が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
普
通
列
車
グ
リ
ー
ン
車
も
今

と
料
金
は
同
じ
で
、指
定
席
に

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も
あ
る

が
、本
数
が
多
い
こ
と
や
、イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
で
遅
延
し
た
場
合
な

ど
を
考
え
る
と
導
入
に
は
ハ
ー

ド
ル
が
あ
る
が
、例
え
ば
通
勤

列
車
の
一
部
列
車
だ
け
全
席
指

定
席
に
す
る
と
い
う
方
法
も
将

来
的
に
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　
普
通
列
車
グ
リ
ー
ン
車
は
、

通
常
料
金
と
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
グ
リ

ー
ン
料
金
が
あ
り
、Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ
グ
リ
ー
ン
料
金
は

㌔
ま
で

７
５
０
円
、１
０
０
㌔
ま
で
千

円
、１
０
１
㌔
以
上
で
１
５
５

０
円
だ
が
、個
人
的
に
は
、日
常

の
鉄
道
利
用
や
エ
キ
ナ
カ
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
、さ
ら
に
は
ビ
ュ
ー

カ
ー
ド
で
た
め
た「
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ポ

イ
ン
ト
」が
区
間
に
関
係
な
く

６
０
０
㌽
で
利
用
で
き
る
こ
と

か
ら
重
宝
し
て
い
る
。会
員
ラ

ン
ク
に
よ
っ
て
は
４
０
０
㌽
も

し
く
は
５
０
０
㌽
で
乗
れ
る
の

で
お
す
す
め
だ
。

　（
航
空
・
旅
行
ア
ナ
リ
ス
ト
、

帝
京
大
学
非
常
勤
講
師
）

（３） 第３２６２号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）４月７日（月曜日）

鳥
取
社
長

　
日
本
添
乗
サ
ー
ビ
ス
協
会

主
催
の
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ

ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０

２
４
の
グ
ラ
ン
プ
リ（
国
土

交
通
大
臣
賞
）を
、読
売
旅
行

で
添
乗
員
を
務
め
る
大
矢
千

尋
氏
が
受
賞
し
た
＝
写
真
。

表
彰
式
が
３
月

日
に
行
わ

れ
た
。

　
大
矢
氏
は
２
０
１
１
年
の

入
社
か
ら
一
貫
し
て
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
海
外
公
演
添
乗
に

従
事
し
、こ
れ
ま
で

カ
国
、


都
市
を
訪
れ
た
。渡
航
業

務
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
知

識
を
生
か
し
た
経
験
が
豊
富

で
、２
０
１
７
年
は
ツ
ア
ー

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
２
０
１
７
の
準
グ
ラ

ン
プ
リ
を
獲
得
し
て
い
る
。

　
今
回
、ア
メ
リ
カ
公
演
か

ら
の
帰
国
時
、空
港
到
着
後

に
楽
器
の
通
関
を
行
う
タ
ー

ミ
ナ
ル
と
帰
国
便
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
が
異
な
る
こ
と
が
判
明

し
、帰
国
便
に
全
員
乗
り
遅

れ
る
可
能
性
も
あ
る
不
安
な

状
況
の
中
、時
間
が
か
か
る

通
関
手
続
き
の
完
了
と
帰
国

便
搭
乗
の
た
め
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
移
動
を
迅
速
か
つ
的
確
に

誘
導
。団
員

人
の
精
神
的

肉
体
的
負
担
を
軽
減
し
た
こ

と
を
楽
団
か
ら
賞
賛
さ
れ
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

　
◎
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
　

　
　
　
　
　
　
４
月
１
日
付

　
▽
執
行
役
員
国
内
旅
行
部

長
兼
国
内
仕
入
戦
略
部
長

（
執
行
役
員
国
内
旅
行
部

長
）
池
谷
中
▽
人
事
戦
略
部

部
長
　
※
近
畿
日
本
ツ
ー
リ

ス
ト
沖
縄
部
長
出
向
（
国
内

仕
入
戦
略
部
長
）
小
野
寺
辰

浪
▽
国
内
旅
行
部
部
長
（
テ

ー
マ
旅
行
部
課
長
）
手
塚
求

道
▽
国
内
旅
行
部
部
長
（
国

内
旅
行
部
首
都
圏
バ
ス
旅
行

セ
ン
タ
ー
支
店
長
　
※
異
動

後
も
同
職
を
継
続
）
三
橋
リ

エ
▽
人
事
戦
略
部
部
長
（
人

事
戦
略
部
課
長
）
桑
原
雅
弘

　
◎
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
４
月
１
日
付

　
▽
経
理
部
経
理
担
当
部
長

（
経
理
部
会
計
担
当
課
長
）

熊
田
真
敏
▽
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ビ
ジ
ネ
ス
支
社
販
売
担
当
部

長
　
※
公
務
営
業
支
店
支
店

長
兼
務
（
法
人
第
１
支
店
支

店
長
）
松
隈
佑
介
▽
中
日
本

支
社
販
売
担
当
部
長
（
名
古

屋
法
人
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
支
店
支
店

長
　
※
異
動
後
も
同
職
を
継

続
）
岡
村
茂
雄

　
観
光
庁
が
こ
の
ほ
ど
発
表

し
た
主
要
旅
行
業

社
・
グ

ル
ー
プ
の

年
１
月
の
旅
行

取
り
扱
い
状
況（
速
報
）は
、

総
取
扱
額
が

年
（
前
年
）

同
月
比
３
・
０
％
増
の
２
３

０
４
億
６
２
８
４
万
円
、


年
同
月
比

・
１
％
減
と
な

っ
た
。
前
年
同
月
比
で
は
海

外
旅
行
と
外
国
人
旅
行
が
好

調
だ
っ
た
一
方
、
国
内
旅
行

の
み
下
回
っ
た
。

年
比
で

は
、
外
国
人
旅
行
の
み
が
上

回
り
、
国
内
・
海
外
は
そ
れ

ぞ
れ

年
比
の
６
～
７
割
程

度
と
な
っ
て
い
る
。

　
総
取
扱
額
の
内
訳
を
見
る

と
、

社
を
除
き
前
年
同
月

を
上
回
っ
た
。
部
門
別
に
見

る
と
、
海
外
旅
行
は
同

・

１
％
増
の
８
５
１
億
３
５
３

３
万
円
、

年
比

・
６
％

減
。
外
国
人
旅
行
は
同

・

２
％
増
の
１
２
８
億
５
８
１

４
万
円
、

年
比
４
・
１
％

増
。
国
内
旅
行
は
同
５
・
８

％
減
の
１
３
２
４
億
６
９
３

８
万
円
、

年
比

・
６
％

減
。

　
海
外
旅
行
は
、
半
数
以
上

の

社
が
前
年
同
月
を
上
回

っ
た
。一
方
の

年
比
で
は
、

同
月
を
上
回
っ
た
の
は
６
社

の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
外
国
人
旅
行
は
、

社
が

前
年
同
月
を
上
回
っ
た
。


年
比
は

社
が
上
回
っ
た
。

　
国
内
旅
行
は
、
前
年
同
月

比
９
割
程
度
と
な
っ
た
。


社
が
前
年
同
月
を
上
回
っ
た

も
の
の
、
う
ち

社
が
１
桁

増
。

年
比
を
上
回
っ
た
の

は
９
社
の
み
と
な
っ
て
お

り
、
国
内
旅
行
全
体
で
は
コ

ロ
ナ
前
の
７
割
程
度
と
な
っ

て
い
る
。

　
旅
行
商
品
ブ
ラ
ン
ド
（
募

集
型
企
画
旅
行
）
の
取
扱
額

は
、
同
２
・
５
％
増
の
４
８

５
億
２
２
５
１
万
円
。

年

比
で
は

・
５
％
減
と
な
っ

た
。

　
内
訳
は
、
海
外
が
同

・

６
％
増
の

億
６
０
３
２
万

円
、
外
国
人
が
同

・
９
％

増
の
１
億
８
２
２
３
万
円
、

国
内
が
同
１
・
０
％
減
の
３

９
３
億
７
９
９
７
万
円
。

　
取
扱
人
数
は
、
同
５
・
４

％
減
の
１
１
７
万
２
４
７

人
、

年
比

・
９
％
減
だ

っ
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
３
月


日
、「
２
０
２
１
―
２
０
２

５
年
度
　
Ｊ
Ａ
Ｌ
中
期
経
営

計
画
」の
達
成
に
向
け
、「
ロ

ー
リ
ン
グ
プ
ラ
ン
２
０
２

５
」を
策
定
し
た
。同
日
開
い

た
記
者
会
見
で
鳥
取
三
津
子

社
長
と
斎
藤
祐
二
副
社
長
が

計
画
完
遂
に
向
け
た
具
体
的

な
取
り
組
み
を
説
明
。当
初

の
計
画
通
り
、Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ（
利

払
い
前
・
税
引
き
前
利
益
）２

千
億
円
の
達
成
を
目
指
し
、

着
実
に
事
業
を
推
進
す
る
方

針
を
示
し
た
。

　
航
空
事
業
で
は
、国
内
線

の
収
益
性
の
改
善
、旺
盛
な

海
外
需
要
の
取
り
込
み
に
よ

る
国
際
線
の
成
長
拡
大
に
取

り
組
む
。国
内
線
で
は
、羽
田

―
宮
古
線
へ
フ
ァ
ー
ス
ト
ク

ラ
ス
機
能
を
搭
載
し
た
ボ
ー

イ
ン
グ
７
８
７
―
８
型
機
投

入
な
ど
需
給
環
境
に
応
じ
た

柔
軟
な
路
線
便
数
計
画
を
進

め
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
客
利

用
を
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら

％

増
の
１
５
０
万
人
を
目
指

す
。国
際
線
は
、成
田
―
シ
カ

ゴ
線
の
開
設
や
、個
室
型
ビ

ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
搭
載
の
エ
ア

バ
ス
Ａ
３
５
０
―
１
０
０
０

型
機
の
追
加
投
入
な
ど
に
よ

り
利
益
拡
大
を
図
る
。

　
今
年
３
月
に
成
田
―
ヒ
ュ

ー
ス
ト
ン
線（
Ｚ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｉ

Ｒ
）を
新
規
開
設
す
る
な
ど

成
長
を
続
け
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
事
業

は
、国
際
線
を
中
心
に
供
給

量
を
拡
大
し
、
年
度
比


％
増（
Ｊ
ｅ
ｔ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
を

除
く
）を
図
る
。

　
非
航
空
事
業
で
は
、マ
イ

ル
・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
フ
ラ
事
業

に
力
を
入
れ
、「
Ｊ
Ａ
Ｌ
マ
イ

ル
ラ
イ
フ
構
想
」の
拡
大
を

進
め
る
。Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｐ
ａ
ｙ
の

利
用
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導

入
や
、新
た
な
体
験
特
典
の

拡
充
な
ど
を
通
じ
て
事
業
基

盤
を
強
化
し
、Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
５

１
０
億
円
規
模
へ
成
長
さ
せ

る
計
画
だ
。

　
昨
年
発
生
し
た
飲
酒
問
題

に
伴
う
業
務
改
善
勧
告
を
踏

ま
え
、安
全
管
理
体
制
の
再

構
築
に
も
引
き
続
き
取
り
組

む
。社
外
取
締
役
を
委
員
長

と
す
る
社
内
検
証
委
員
会
を

通
じ
て
再
発
防
止
策
の

進
捗

し
ん
ち
ょ
く

状
況
と
実
効
性
を
確

認
し
て
い
く
。

　
会
見
で
は
、
年
度
以
降

の
事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て

も
言
及
。①
国
際
線
の
成
長

②
国
内
線
の
収
益
性
向
上
③

生
産
性
向
上
、④
マ
イ
ル
・
ラ

イ
フ
・
イ
ン
フ
ラ
領
域
の
成

長
⑤
Ｇ
Ｘ
の
取
り
組
み
加
速

―
の
五
つ
を
重
点
項
目
と
し

て
掲
げ
、
年
度
に
Ｅ
Ｂ
Ｉ

Ｔ
２
３
０
０
億
円
の
達
成
を

見
据
え
て
い
る
。


